
 

 

 

 

CIGS エネルギー環境セミナー 

「エネルギー需給見通しとイノベーション」 

 

日   時 11月 18日（金）16：00‐17：30 

会   場 キヤノングローバル戦略研究所 会議室３ 

  （東京都千代田区丸の内 1-5-1 新丸ビル 11階） 

講   師 呂 正（日本エネルギー経済研究所 主任研究員） 

モデレーター 芳川 恒志（キヤノングローバル戦略研究所 研究主幹） 

言   語 日本語 

 

開催趣旨 

将来のエネルギー需給を展望するのにあたって、人口、経済活動などの需要のドライバ

に関する見通しのほかに、エネルギーの需要と供給の両サイドにおける技術の変化も重要

な分析対象である。 

本発表では、日本エネルギー経済研究所が作成したアジア/世界エネルギーアウトルック

の最新結果を踏まえて、各種の省エネルギー、低炭素化技術の導入拡大が今後の世界のエ

ネルギー需給に与える影響についての分析結果を紹介し、技術のイノベーションによる

CO2排出量削減のポテンシャルと課題について議論する。 

 

 

プログラム 

16:00-16:05 
趣旨説明 

芳川 恒志 

16:05-16:45 

講  演 

「エネルギー需給見通しとイノベーション」 

呂 正 

16:45-17:30 
質疑応答と討論 

モデレーター：芳川 恒志 

 

講師紹介 

東京大学工学部システム創成学科で工学士号、東京大学大学院新領域創成科学研究科で

博士号（環境学）を取得した。研究分野はエネルギー需給予測、エネルギー・経済モデル

分析、エネルギー・環境政策分析。 


